KENWOOD 

スピーカー システム 

KS-3100EX 

取扱説明書 

お買い上げいただきまして、ありがとうございました。 

機器を正しく、を全にご使用いただくため、使用を開始する前に'必ず、この取扱説明書の「ま全上のごを意」を 
お読みになり、十分にご巧解くださし、。 

使いかたの説明も、併せてよくお読みくださるよう、お願いいたします。 

また、取扱説明書は大切に保管して、を要になったときに繰り返してお読みください。 


株な会なクンウッド 

KENWOOD CORPORATION B 6 り 228-00 00 @ ( J ) KW EW 0401 


クンウ I ツドサービス網 2004年3月現を 


製品に対するお問合せ、アフターサービスについてのお申し込みは、お買い上げの販売店または最寄りのケンウッドサー 
ビス窓口にお申しつけ 〈ださい。 


化海道 

札幌サービスセンター 

雨007 -0834 

ホし幌市東区化34条東 14-1-23 

巧 (011) 743-7740 

東北 

仙台サービスセンター 

雨 984-0042 

仙台市若林区大和巧日- 32-12( サンライズ大和） 

0(022) 284-1171 

盛岡サービスステーション 

雨020 -0124 

盛岡市厨川 4-5- 11 

な (019) 646-2311 

関東-甲信越 


埼玉サービスセンター 

雨33 1-08 じ 

さいたま市: j ヒ区宮原 1-311-1 化茂宮ビル 1 F 

な (048) 664-% 11 

千葉サービスセンター 

雨の 7-0081 

柏市富里 1-2-1 

狂 (04) 7163-1441 

東京サービスセンター 

雨 169-0073 

新宿区百人巧 2- 1 6- 1 5( MY ビル1 F ) 

狂 (03) 3363-1650 

神奈川サービスセンクー 

雨 226-85 巧 

横浜市緑区白山 1-16-2 

狂 (045) 939-6242 

新潟サービスステーション 

雨 950-0923 

新湯市姥ヶ山 1-5-37 

狂 (025) 287-7736 

静岡サービスステーション 

雨420 -08 16 

静岡市皆谷 5-61-1 

狂 (054) 262-8700 


中部 

名古屋サービスセンター 
ネ公本サービスステーション 
金ミ尺サービスステーション 

雨 462-0861 
雨 390-0832 
雨 920-0036 

名古屋市化区な本通 1-11 
松本市南松本 2-7-30( 昭和ビル 2 F ) 

金お市元菊巧2 1-87 

巧 (05 の 917-2550 
な (0263) 26-7331 
な (076) 265-5045 

近畿-四国 

大阪サービスセンター 
高おサービスステーシヨン 

雨 532-0034 
雨 760-0068 

大販市話川区野中化2-1ぶ2 
高松市松島巧 3-1 


狂 (06) 6394-8075 
狂 (087) 835-2413 

中国 

広島サービスセンター 

雨73 1-0 137 

広島市安佐南区山本1 -8-23 


0(082) 832-2210 

九州 

福岡サービスセンター 
鹿招島サービスステーション 
沖縄サービスステーション 

雨8 15-0035 
雨 890-0063 
雨90 1-2 132 

福岡市南区向野 2-8-18 
鹿児島市鴨池 2- 1 5- 10(パレス鴨池1 F ) 

浦添市仔祖 1-5-2 

0(092) 551-9755 
な (099) 251-6347 
巧 (098) 874-9010 

カスタマーサポートセンター 

雨 226-852 日 

横浜市攝区白山 1-16-2 

巧 （04 日） 933-5135 

;圃 （04 日）933-日553 

カスタマーサポートセンター大版雨 532-0034 

大阪市斌1恆野中：!ヒ 2-1 -の 

巧 （06) 6394-8085 

> 圃 （06) 6394-8308 


• ケンウッドサービス窓 □ 営業時闇のご案内 

月曜日〜金曜日（±曜，日曜，祭日及び当社休日を除く）午前10時か6午後6時まで 
■カスタマーサポートセンター営業時間のご案巧 

月曜日〜金曜日让曜，日曜，祭日及び当社休日を除く）午前9時か6午後6ちまで 
( 吝■サービス窓□のを称,巧在せ，電話を号は変ちになることがありまずのでご了まください) 




安全上のごを意 


A このぺージは、感電や火災からあなたを守るため、 
ご使用の前にかずお読みください。 


製品をを全にご使用いただくため、 r ま全上のごま意」をご使用の前によくお読みください。 

—系石ゴ{一〇し、し- 

この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々へのを害や 
財産への損害を未然に防止する為に、いろいろな絵表示をしています。 

その表示と意巧は次のようになっています。内容を良く理解してから、本文をお読 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重 
傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可 
能性が想定される内容、および物的損害のみの発生が想定される内 
容を示しています。 


P 絵表示の例- 

A A 記号は、を意(警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。 
_図の中に具体的なを意内容(左図の場合は感電を意)が描かれています。 

( S ) 記号は、禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容(左図の場合はみ解禁止)が描かれています。 

ィ> ♦ 記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

^図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電源プラグをコンセントから抜け) 
が描かれています。 


おぎ様または第=をが、この製品の誤ほ用•故障•その化の不具合およびこの製品の巧用によって受けられた損害につきまして 
は、法令上の賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。 


この製品の刷章•誤動作•不具合などによって発生した次に掲げる損害などのか随的損害の補償につきましては、当社は一切その責 
任を負いませんので、あらかじめご了承ください。 

• おぎおまたは第=者がテープ•ディスクなどへ記録された内容の損害 
• 録音•再生などおぎ梯または第=をが製品利用の機をををしたことによる損害 


この「ま全上のごを意」には、当社の才ーデイオ機器全般についての内容を記載しています。 
(説明項目の中には、操作説明部と重複する内容もあります） 



みください。 

A 警告 
A ま意 


A 警告 


^風呂、シャワー室では使用し 

風呂、シャワー室など湿度の高いところ 
や、水はねのある場所では使用しない。 
义災 • 感電の原因となります。 



スピーカーの 上に巧びんや 
コップなど水の乂った容器を 
置かない 


水がこぼれて中に入ると、义災•感電の原 
因とな y ます。 






A 警告 


^ 水をかけたりめらしたりしない 

义災 • 感電の原因となります。 

雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特に 
ごを意 < ださい。 


^スピーカーの 上にろうそくや 
ランプなど火のついた物を置 
かなし、 

スピーカーのケース やサランネッ： 

卜にはプラスチックや木材が使わ A 
れており、燃え移ると、义災の原因 
とな y ます。 


® スピーカーのケースを 開け 
たりな造したりしない 

义災•感電の原因となります。 

点お、修理は販売店または当社サービス 
窓□じご依頼ください。 


〇 ビ ニール 袋は子供の手の届 
かないところにかたづける 

かぶつて遊んだりしないよう ご主意くだ 
さい。窒息の原因となります。 


0 スピーカーの内部に水や異物 
を入れない 

スピーカーの通風孔、開□部から内部に 
金属類や燃えやすいものなどを差し込ん 
だり、落とし込んだりしない。 

义災 • 感電の原因となります。 


異常が起きた場合はオーディ 
^才本体の電源プラグを抜く 

スピーカーの内部に水や異物が入った 
り、煙が化たり、変な臭いや音がしたりし 
た場合は、すぐにオーディオ本体の電源 
スイッチを切り、電源プラグをコンセン 
卜からあく。 

そのまま使用すると、义災•感電の原因と 
なります。 

煙や、異臭、異音が消えたのを確かめてか 
ら修理をご依頼ください。 




A \ ま意 


C \) はじめから音量を上げすぎない 

突然大きな音が化て、聴力障害などの原 
因となることがあります。 

温度の高い場所に置かない 

窓を閉めきった自動車の中や直射日光が 
あたる場所など、異常に温度が高くなる 
場所に放置しない。 

本体や部品に悪い影響を与え、义災の原 
因となることがあります。 

スピーカーに乗らない 

スピーカーに乗ったりぶら下がったりし 
ない。特におす様にはごを意ください。 
倒れたり、こわれたりして、けがの原因と 
なることがあります。 

ベ、耳を刺激するような大きな 
音で長時間続けて聞かない 

聴力に悪い影響を与えることがあります。 
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A \ ま意 


^長時間音が歪んだ状態で使 
ツゎなぃ 

スピーカーが発熱し、义災の原因となる 
ことがあります。 

ベ、機器の上に重いものや外枠 
からはみ出るような大きな 
物を置かない 

バランスがくずれて倒れたり 、 fry 
落下したりして、けがの原因と 
なることがあります。 y 

べ^湿気やほこりの多い場所に 
置かない 

ミ由煙や湯気の当たる調理台や力日湿器のそ 
ば、湿気やほこりの多い場所に置かない。 
义災•感電の原因となることがあります。 

ベ、サランネットやダクトに手 
じソをかけて持ち運ばない 

落下や転倒により、故障やけがの原因と 
なることがあります。 

^不安定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた所など、不安 
定な場所に置かない。落ちた 
り、倒れたりして、けがの原因 
となることがあります。 

A 移動するときは才ーデイオ 
本体の電源を切りスピー 
力ーコードをはずす 

落下や転倒により、故障やけがの原因と 
なることがあります。 

A スピ—力—の接続は取扱説 
M 明書に従う 

スピーカーを按続するときは、スピー 
カーとオーディオ本体の取扱説明書をよ 
く読み、説明に従って接続する。 

あやまった接続、コードの延長をすると 
义災や故障の原因となることがあります。 

A スピ—力—コ—ドを配線す 
If る位置にを意する 

引っかかったりつまずいたりして、落下 
や転倒により、放障やけがの原因となる 
ことがあります。特にスピーカースタン 
ドや高いところに設置するときはを意し 
てください。 


ご使用の前に 

包装ケースはぜひ保管されて、修理サービスや移転などのとき、スピーカーシステムを保護するためじご利巧くだ 
さし、。 


付属品 

次の部品がそろっていることを確認してください。 

•スピーカーコード •クッション；13個 

ホ/ 4.5 m :1本 
白 /4.5 m :1本 
青 /8 m :1本 
の /8 m :1本 
茶 /8 m :1本 
緑 /3 m :1本 
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使用上のご注意 

1. このスピーカーシステムの定格インピーダンスは 8 Q です。ご使用になるアンプの規格を調べて、 8 Q の負荷インピーダ 
ンスが使用できることを確認してください。 

2. このスピーカーシステムの最大入力、瞬間最大入力は「定格」に記載されています。過大な入力をスピーカーに加える 
と、音質をそこねたり、故障の原因となることがありますので、次のことに十分ご’;ま意ください。 

• スピーカーシステムの最大入力と rF の出力のアンプを> ご使用じなるときでもボリュームをあげ過ぎると，アンプの 
出力が歪み過大入力となります。ボリュームをあげ過ぎないで<ださい。 

• アンプのトーンコント□ール旧 ASS > TREBLE ) やラウドネスコント□ー ルなどで，低音域や高音域のレベルを大 
幅にあげた状態で，ボリュームをあげ過ぎないでください。 

• FM ® 送の局間ノイズや，テープの早送リなどの特殊な信号（高調波成分を含んだ信号等）を、連続して出えないで 
ください。 

• アンプのスイ，ソチを切り換えるときや > レコード盤に針をおろすときは，アンプのボリュームを最ルにしてください。 

設置のしかた 


よりよいサラウンド再をのために 

このスピーカーシステムで、フルサラウンド再をが楽しめ 
ます。な下のように設置してください。 



左側スピーカー センクー ち側スピーカー 

スピーカー 



サラウンドバック 
スピーカー 


• 左ちのスピーカーを，テレビをはさんで左ち対称に置き 
ます。お聴きになる位置に向けて傾けていただくと効ま 
的でず。 

• センタースピーカーを > 左ち のスピーカーの 中央に置き 
ます。 スピーカ ー部とお聴きになる位置が向かい合うよ 
うにしてください。 

• サラウンドスピーカーを、お聴きになる位置の真横か少 
し後ろの, できるだけ高い位置に置きます。お聴きにな 
る位置に向けて傾けていただ<と効果的です。 

•サラウンドバックスピーカーをお聴きになる位置の真後 
ろじ置きます。左ちのサラウンドスピーカーと同じ高さ 
にして < ださい。 

テレビの近くで使用するには 

(フロントおよびセンタースピーカー） 

このスピーカーシステムをテレビの近くで使用すると、設 

置のしかたによっては、色むらが発生ずる場合がぁリま 

ず。テレビの自己消磁磯能を働かせることにより、色むら 

を低減させることができまずので、次の方法で設置してく 

ださい。 


テレビの主電源を ON にしてみて、色むらがあるようで 
したらテレビの主電源を15〜30分 W 上日 FF にしてく 
ださい。テレビの主電源を ON にし、もしそれでも色む 
らが発生ずる場合、スピーカーをテレビから離して設 
置してください。 

♦ おくに磁石など磁気を発生ずるものが置かれている場合 
には、スピーカーとの相互作巧により、テレビに色むら 
が発生ずる場合があリまずので、設置にごま意ください。 
♦ テレビからの電磁波の誘導作用により、ステレオの電源 
スイ、ソチが OFF のときでも、スピーカーから音が聞こ 
えることがあリまず。その場合も、テレビとスピーカー 
を離して設置してください。 

設置のしかた 

床または棚に置いて使う 

床や棚、またはその他の平らなところ[こ置いてください。 
固定されませんので、倒したりしないようにを意して < だ 
さい。 

壁に掛けて使う 

スピーカーには、壁掛け用の巧がありまず。フ□ントス 
ピーカー、サラウンドスピーカーはたてに、センタース 
ピーカーは横に掛けることができます。 

たて掛けの場合は、上部の巧を使い、ねじ1本のみで固定 
しまず。横掛けの場合は、正しい距離をあけて、ねじ2本 
を使い固定しまず。次のページの手順をお読みください。 


ステレオ音のエチケット 

楽しい音楽も、時と場所によっては気になるも 
のでず。麟リ近所への配慮を十分いたしましょ 
う。ステレオの音量は、あなたの私がけ次第で 
大きくもルさくもなりまず。特に静かな夜間に 
は、ルさな音でも通リザ>すいものでず。夜間の音楽鑑賞に 
は、特に気を配リましょう。窓を閉めたり、ヘッドホンを 
こ刑用になるのも一つの方までず。お互いにむを配り、げ 
い生活環境を守リましょう。 







縦に挂卜ける場合_ 

1. お巧みの場所にわじを取り付けます。このときわじの頭と壁の 
間は8〜10 mm 空けて〈ださい。 


2. スピーカー上部の巧を、わじに差し込みます。きちんと固定さ 
れているか確認してください。 

横に挂卜ける場合_ 

1. お好みの場所に2本のわじを取り付けます。わじの間は 94 mm 
空け、高さが水平になるようにしてください。このときわじの頭 
と壁の間は8〜 10 mm 空けてください。 


2. スピーカー背面の2つの壁掛け用の穴を、わじに差し込みま 
す。きちんと固定されているか確認してください。 


接続のしかた 




フロントスピーカー、サラウンドスピーカーは、左右の指定 
があります。スピーカーコードと背面ラベルには、をが つい 
ています。色が合うようにま意しながら、図のように接続し 
てください。 


A 注意 

スピーカーを接続するときは、必ずアンプなどのオー 
デイオ本体の電源コードをコンセントから抜いて、接続 
を巧ってください。 



サブウ-フア—けプシヨン） ■ フ□ントスピ-力- フ□ントスピ-力- 



gJA 









イ寸属のクッションについて 


スタンドに取りがけて使う 


図のように、付属のクッションをスピーカーに貼リイ寸けて 
くださし、。滑り防止とスピーカーの振動を設置面に伝えに 
くくする効果があります。 


フロント スピーカー センタースピーカー 

サラウンド スピーカー 



別売りのケンウッド製スタンド SR - 8000に取り付けて使う 
ことが出来ます。 

さらに、フロントスピーカーおよびセンタースピーカーは、 
巿販のスピーカースタンド（背面をピッチ 60 mm 、 M 5 ねじ 
(有効わじ長 7 mm 〜 10 mm ) で止めることができるもの）を 
使用することができます。詳しくはスピーカースタンドの 
取扱説明書をご覧ください。 

ホ5 

有効ねじ長 


M 5 ねじ 



設置上のご注意 

壁に取け付■ける場合、次の事項を確認してから取け付■けてくださし、。 

♦取り付ける壁等は、このスピーカーの重さ （0.9 kg ) に耐えられる材質、構造の壁に取り付けてください。 

♦ 壁掛け用ねじは付属していません。取リ付ける暨等の材質、構造により、取り付け強度が十分にとれる長さの市販の 
ねじを使巧してください。 

• 取り付ける壁等が、このスピーカーの重さに耐えられるかわからない場合や、不明な点がある場合は、必ず専門の取 
り付け業者、施工業者にご相談<ださい。 

取け巧け、取り巧いに関しては、この説明書に従ってください。取け巧け不備、取 W 寸け強度不思こよる落下等による、事故、損害に対 
しては当社はいっさい責任を負いませんので、あらかじめご了承くださし、。 


定格 


フロントス ピーカー 


センタースピーカー 


システム . フルレンジ2スピーカー(防磁型） 

エンク□ージャー . バスレフ型 

スヒーカーユニット . 50 mm コーン型 X 2 

定格インピーダンス .8 Q 

定格入力 . 35 W 

最大入力 . 70 W 

瞬間最大入力 . 120 W 

化力音圧レベル . 85 dB / W at 1 m 

再生周波数特性 . 120 Hz - 20,000 Hz 

外形寸法(幅 X 高さ X 奧 巧） 

. 124 mm X 最大337 mm x 150 mm (スクンド取付時） 

正巧質量 .1.4 kg (1 台/スタンド取付時） 


システム . 

エンク□ージャー . 

スピーカーユニット . 

定格インピーダンス . 

定格入力 . 

最大入力 . 

瞬間最大入力 . 

化力音圧レベル . 

再生周波数特性 . 

外形寸法(幅 X 高さ X 奥巧) 
i £ 巧質里 . 


フルレンジ2スピーカー(防磁型) 

. パスレフ型 

. 50 mm コーン型 X 之 

. 8 U 

. 35 W 

. 70 W 

. 120 W 

. 85 dB / W at 1 m 

. 120比〜2日，日0日 Hz 

. 210 mm X 80 mm X 98 mm 

.0.9 kgCI 台） 


サラウンドスピーカー、サラウンドバックスピーカー これらの定格およびデザインは、技術開発にともない予 


システム . フルレンジスピーカー ち，©告なく変更することがあります。 

エンク□ージャー . パスレフ型 

スヒーカー ユニット . 50 mm コーン 型 

定格インピーダンス .8 Q 

定格入力 . 35 W 

最大入力 . 70 W 

瞬間最大入力 . 120 W 

化力音圧レベル . 80 dB / W at 1 m 

再生周波数特性 . 120 Hz 〜20,00日 Hz 

外お寸法(幅 X 高さ X 奥巧） . 80 mm X 160 mm x 98 mm 

正巧質重 .0.5 kg (1 台） 


JA 






































保証とア フターサー ビス (よくお読みくださし、) 


保話書(別途添付） 

この製品には、保証書を側途)添付しております。保証書は、'ぶ、ず「お 
買い上げ日•販売店名」等の記入をお確かめの上、販売店から受け取つ 
ていただき、内容をよくお読みの後、大切に保管してください。 

保証期間 

保話期間は、お買い上げの日より1年間です。 

一部の消 I 毛部品の交換、ならびに落下、水没など、不適切なご使用に 
よる故障の場合は、保話期間巧でも有料となります。詳しくは保証書 
をご覧くださし、。 


修理に関するご相談ならびにご不明な点は 

修理に関するご相談ならびにご不明な点は、お買い上げの販売店または 
ケンウッドサービス窓口にお問い合わせください。 

(お問い合わせ先は、「ケンウッドサービス網」をご覧ください） 


補修用性能部品の保有期間 

当社は、このステレオの補修用せ能部品を、製造打ち切り後、8年保 
有しております。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


シリアル番号について 

システム商品のを機器に製造シリアル番号がつけられておりますが、保証 
書にはシステム管理用として、別のシリアル番号が印刷されています。 
付属の保証書で、お買い上げのシステム機器（基本システム）すべての 
保証修理が受けられます。 


修理を依頼されるときは 

異常があるときは、製品の使用を中止し、お買い上げの販売店または最寄りのケンウッドサービス窓口にお問い合わせください。 

この製品の故障-誤動作-不具をなどによって発生した次に掲げる損害などの付随的損害の補償につきましては、当社は一切その責任を負いませんの 
で、あらかじめご了承ください。 

• お客横または第云者がテープ•ディスクなどへ記録された内容の損害 
• 録音-再生などおぎ様または第二者が製品利用の機会をなしたことじよる損害 


保証期間中は 

保註期間中は保証書の規定におって、お買い上げの販売店またはケン 
ウッドのサービス窓口が修理をさせていただきます。 

修理に際しましては保訝書をご提示ください。 


出張修理/持込修理 

「出張修理丄 r 持込修理」のどちらが適用されるかは機種によって異なり 
ます。保証書の記載をご確認くださし、。出張修理を依頼されるときは、 
次のことをお知らせください。 


♦製品を 


♦製造番号 (Serial No .) 


•お買い上げ年月日 


♦故障のを状（できるだけ具体的に) 


♦ご住所(ご近所の目印等ち併せておな] 6せ < ださい) 


• おを前、電話番号、訪問ご希望日 


保証期間が過ぎているときは 

保証期間が過ぎているときは、修理すれば使用できる場合には、ご希 
望により有料で修理させていただきます。 


修理料金の仕組み 

(有料修理の場合は、つぎの料金をいただきます） 

■技術料：故障した製品を正常に修復するためのお金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測を磯器等設備費や、一般管 
理費等が含まれます。 

■部品化：修理に使用した部品の代金です。その他、修理に付帯ずる部 
材等を含む場合もあります。 

■出張お：製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費巧です。 

別途、駐車料金および通行料金をしけこだく場合があります。 
■送料：郵便 I 宅配便などの料金です。保証期間内に無償修理などを 
行うにあたって、お客様に負担していただく場合がありま 
す。 


お買上げ店名 

電話 （ ） 


KENWOOD 

巧な会なクンウツド 

〒1 92-8525 ま京都八王子市石川町 2967-3 

商品および商品の取り扱いに関するお問い合わせは、カスタマーサポートセンターをご利用ください。 

カスタマーサポートセンター 電話 (045) 933-5133 FAX (045) 933-5553 〒 226-8525 横お巿緑区白山 1-16-2 

カスタマーサポートセンター大阪電話 (06) 6394-8085 FAX (06) 6394-8308 〒532-0034 大阪市淀 Jll 区野中化 2-1-22 
アフターサービスについては、お買い上げの販売店か、または「ケンウッドサービス網」をご参照のうえ、最寄りのサービス 
窓口にご相談ください。 








